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細菌検査の信頼性を得る
ために注意すべきこと

器具や手順

誤差につながるのは

菌数が高くなる 低くなる

・サンプルの保管温度が高い ・凍らせてしまった
・検査時間 （培地流し込みが遅れる）
・計算や記録の間違い （毎年、数件あり）
・有効数字以外でカウントする
・培養時間が長い ・培養時間が短い
・サンプリング方法
・混釈方法
・培養温度や培養機器
・希釈水の種類（生理食塩水、リン酸緩衝液等）
その他、、、
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有効数字から外れたカウント

２０２１年度の報告例 ③ （有効数字より高いシャーレでカウント）
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培養時間が、長い、短い、、、

大腸菌群数が高くなる、特性要因図
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